
 

整備計画書記入要領                              

消火活動器材を整備する箇所ごとに作成してください。 
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○○区○○町○○番地 敷地内 

令和○○    ○○    ○○

１００，０００ 
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✓ 
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記入時の注意点 

① 消火活動器材を整備する場所を記入してください。 

（例）○○区○○町○○番地 敷地内 

② 見積書の合計金額（税込）を記入してください。 

③ ２ページの助成金額算出方法を参照し、申請金額を記入してください。 

④ 整備する消火活動器材のチェックボックスに✓印を記入してください。 

⑤ 消火活動器材の整備が完了する予定日を記入してください。 

⑥ 新設又は更新のチェックボックスに✓印を記入し、整備する理由を簡潔に記入し
てください。 

（例）地域防災力向上のため 

⑦ 消火栓が、消火活動器材を整備する場所（現に人の居住の用に供する建築物）か
らおおむね４０メートル以内にあることがわかる見取図（地図の貼付可）を作成し
てください。また、見取図には、次の項目を明示してください。 
・消火活動器材設置場所 
・消火栓の位置 
・住居（現に人の居住の用に供する建築物） 
・目印となる建築物や道路名 
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＜添付例＞

✓

見積書の写しを貼付してください。

枠に入らない場合は折り曲げて、横向きに貼付してください。
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現に人の居住の用に供する建築物

（特定の人が現在生活している家屋）

消火活動器材の整備予定箇所
を で明示してください。

【新規設置の場合】

当該消火栓から整備場所まで、実際にホースを延長するなど、消火

活動器材を整備する近辺にある消火栓が、現に人の居住の用に供する

建築物から、おおむね４０メートル以内に存することがわかるように
撮影してください。

【更新の場合】

整備予定箇所と、整備する消火活動器材がわかるように撮影してく

ださい。

＜添付例＞

✓
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